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（公社）塩尻地域
シルバー人材センター

塩尻市大門四番町7番9号
TEL（0263）54−4567

第  107  号

令和3年9月15日

　
塩
尻
市
の
東
、
岡
谷
市
と
の
市
境

に
高
ボ
ッ
チ
高
原
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
8
月
に
観
光
草
競
馬
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
長
野
県
内
外
か
ら
出
走

馬
も
多
く
参
加
し
て
、
涼
し
い
高
原

で
開
催
さ
れ
る
レ
ー
ス
は
人
気
も
高

く
盛
り
上
が
り
ま
す
が
、
今
年
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
為
、
開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
ア
ウ
ト
ド
ア
が
人
気
で
、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

が
で
き
る
エ
リ
ア
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
夏
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き

一
面
朱
色
に
染
ま
る
そ
ん
な
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
近
頃
は
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
も
減
っ
て
い
て
寂
し
い
景
色

に
な
り
ま
し
た
。

　
塩
尻
市
の
誇
れ
る
高
原
を
写
真
の

よ
う
に
1
本
の
木
で
は
な
く
、
一
面

の
写
真
を
掲
載
で
き
る
よ
う
な
自
然

が
戻
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

━━━━　高 ボ ッ チ 高 原　━━━━

周
辺
探
訪
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（
公
社
）
塩
尻
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
、
去
る
5
月
28
日

に
塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
会
議
室

に
於
い
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
上
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
下
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
表
彰
規
定

第
3
条
に
基
づ
き
、
38
名
の
会
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
田
口

晴
彦
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
塩
尻
市
小
口
市
長
様
、

朝
日
村
小
林
村
長
様
よ
り
、
日
頃
の
尽
力

に
対
し
て
の
感
謝
と
敬
意
を
表
す
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
大
門
地
区
の
渡
部
博
さ
ん
が

選
任
さ
れ
、
議
事
で
は
事
務
局
長
よ
り
決

議
案
件
、
報
告
案
件
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
の
中
で
、
請
負
・
委
任
事
業

と
派
遣
事
業
と

も
に
昨
年
に
対

し
減
額
と
な
り
、

会
員
数
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

会
員
拡
大
に
向

け
一
層
の
広
報

活
動
や
、
会
員

各
位
に
よ
る
新

入
会
員
の
紹
介

等
の
協
力
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
員
と
し

て
継
続
５
年

以
上
在
籍
し
、

そ
の
間
の
就

業
活
動
を
積

極
的
に
行
い

業
績
顕
著
で

あ
っ
た
方
を

表
彰
規
程
第

3
条
に
基
づ

き
、
次
の
会

員
を
表
彰
し

ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

　

神　

田　

実　

江�

桟
敷

　

栗　

田　

昌　

克�

大
門
田
川
町

　

贄　

川　
　
　

敏�

吉
田

　

篠　

宮　

康　

夫�
北
熊
井

　

多　

田　

明　

美�
君
石

　

古　

田　

む
つ
み�

桟
敷

　

成　

田　

次　

雄�

高
出

　

大　

和　

幸　

光�

高
出

　

村　

上　

利　

明�

高
出

　

中　

嶋　

芳　

久�

北
熊
井

　

宮　

原　

和　

之�

木
曽
平
沢

　

神　

戸　

利　

明�

古
町

　

田　

口　

晴　

彦�

大
門
七
区

　

上　

條　

貞　

雄�

古
見

　

岡　
　
　

純　

一�

吉
田

　

境　
　
　

敏　

夫�

高
出

　

斉　

川　

由　

男�

下
西
条

　

神　

谷　

民　

雄�

桔
梗
ケ
原

　

児　

玉　

陽　

子�

堅
石

　

古　

畑　

恵　

三�

大
出

　

沢　

田　

喜
代
子�

高
出

　

笠　

原　

恒　

子�

柿
沢

　

中　

山　

冨
貴
子�

南
熊
井

　

下　

澤　

禮　

子�

高
出

　

豊　

田　

正　

樹�

小
野
沢

　

大　

沢　

文　

子�

太
田

　

青　

沼　

紀　

子�

大
出

　

田　

中　

洋　

子�

松
原

　

原　

田　

孝　

仁�

上
小
曽
部

　

高　

砂　

和　

男�

大
門
七
区

　

上　

條　

達　

子�

野
村

　

太　

田　

俊　

靖�

贄
川

　

寺　

島　

則　

雄�

牧
野

　

田　

中　

優　

子�

野
村

　

百　

瀬　
　
　

信�

大
門
四
番
町

　

丸　

山　

け
さ
み�

堅
石

　

庄　

司　

節　

子�

高
出

　

河　

野　

孝　

男�

南
内
田

　

第
1
回
は
7
月
21
日
に
今
年
度
初
め
て

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
個

人
宅
の
庭
の
草
刈
り
作
業
と
小
坂
田
公
園

の
土
手
の
草
刈
り
作
業
の
安
全
点
検
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
作
業
着
や
保
護
具
、

熱
中
症
対
策
の
水
筒
な
ど
を
用
意
し
安
全

に
配
慮
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
回
は
8
月
18
日
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
雨
天
の
為
、
屋
内
の
施
設

　

清
水
倫
成
前
理
事
長
が
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
‼

　

10
年
に
亘
り
役
員
を
務
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
地
域
の
専
門
学
校
や
保
育
園
と

の
交
流
を
通

じ
、地
域
と

連
携
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の

充
実
に
努
め

た
功
労
が
認

め
ら
れ
ま
し

た
。

清
掃
業
務
の
1
カ
所
を
点
検
し
ま
し
た
。

作
業
範
囲
が
広
く
多
数
の
施
設
利
用
者
様

が
い
る
中
で
の
作
業
で
し
た
。
屋
内
外
に

か
か
わ

ら
ず
体

調
管
理

と
安
全

対
策
を

し
っ
か

り
守
り

ま
し
ょ

う
。

第
11
回
定
時
総
会

会
員
表
彰

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

清
水
倫
成
前
理
事
長

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　事
業
協
会
よ
り
表
彰
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6
月
11
日
に
大

門
保
育
園
の
年
長

児
お
よ
そ
30
名
と
シ

ル
バ
ー
農
園
で
栽
培

し
た
玉
ね
ぎ
の
収

穫
を
体
験
し
ま
し

た
。農
園
の
管
理
を

し
て
き
た
会
員
有

志
と
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

農
園
を
管
理
し
て
い
る
会
員
、職
員
に

と
って
は
昨
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

で
園
児
と
の
交
流
が
無
か
っ
た
分
、喜
び
も

増
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

7
月
1
日
に
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

大
門
保
育
園
の
全
園
児
と
保
育
士
全
員
で

洪
水
を
想
定
し
垂
直
避
難
先
と
し
て
セ
ン

タ
ー
の
２
階
に
避
難

し
て
き
ま
し
た
。
訓

練
と
は
い
え
、
小
さ

な
子
も
訓
練
中
は
騒

い
だ
り
せ
ず
静
か
に

全
員
が
い
ざ
と
い
う

時
の
為
に
訓
練
を
し

て
い
る
姿
は
感
心
し

ま
し
た
。

　

5
月
13
日
に
か
た
せ
公
園
に
て
、
今
年

度
も
丸
山
製
作
所
の
安
全
就
業
指
導
員
の

方
を
迎
え
て
、
草
刈
り
機
を
安
全
に
使
う

た
め
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
は
22
名
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
を
し
、

座
学
と
実
技
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

草
刈
り
機
の
事
故

が
多
い
た
め
少
し

で
も
安
全
意
識
を

高
め
て
作
業
を
お

願
い
し
た
い
。

　

6
月
1
日
に
野
村
の
藤
牧
建
設
工
業
跡

地
に
て
剪
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
し
、

昨
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
一
級
造
園

技
師
の
松
田
隆

治
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、剪
定

班
を
中
心
に
参

加
会
員
26
名
に

資
料
を
使
い
、細

か
な
指
導
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　請負就業の場合（派遣就業は除く）、会員さんは雇用関係のない「個人事業
主」として、センターがお客様から受けた仕事を再請負し、就業します。就業
により受け取った配分金には内税として消費税が含まれています。
　現行制度では、「個人事業主」（会員さん）には、消費税を納める義務があり
ますが、配分金（課税売上高）が年間1,000万円を超えないと「免税事業者」
とされ、会員さんは、消費税を納税する必要がありません。
ところが、「消費税に係る制度が変わります！（インボイス制度）」

　令和5年10月1日以降、「免税事業者」の取り扱いが変更になり、現行制度
が段階的に廃止され、配分金に係る消費税の納入が必要になります。
　ただ、現状では具体的な納税方法等が明確になっておらず、検討段階で
す。内容が明らかになり次第お知らせいたします。

●○●配分金 ●○● ●○● ●○●

配分金には消費税が含まれています

草
刈
安
全
講
習
会

剪
定
講
習
会

大
門
保
育
園
と
の
交
流

大
門
保
育
園
の
避
難
訓
練
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
賛
否
両
論
が
あ
る
中
で
、

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
賛
否
両
論
が
あ
る
中
で
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
に

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
に

残
る
我
が
国
の
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

残
る
我
が
国
の
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

無
観
客
で
の
開
催
だ
っ
た
た
め
テ
レ
ビ
で

無
観
客
で
の
開
催
だ
っ
た
た
め
テ
レ
ビ
で

日
本
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。
活
躍
す
る

日
本
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。
活
躍
す
る

世
界
各
国
の
選
手
達
を
観
戦
し
感
動
を
も

世
界
各
国
の
選
手
達
を
観
戦
し
感
動
を
も

ら
い
ま
し
た
。

ら
い
ま
し
た
。

　

活
躍
し
た
選
手
を
み
て
少
し
ポ
ジ
テ
ィ

　

活
躍
し
た
選
手
を
み
て
少
し
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延

ブ
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延

ば
し
働
く
こ
と
で
社
会
奉
仕
や
趣
味
を
充

ば
し
働
く
こ
と
で
社
会
奉
仕
や
趣
味
を
充

実
さ
せ
て
イ
キ
イ
キ
と
生
活
す
る
シ
ル

実
さ
せ
て
イ
キ
イ
キ
と
生
活
す
る
シ
ル

バ
ー
世
代
を
若
者
た
ち
に
示
せ
た
ら
年
齢

バ
ー
世
代
を
若
者
た
ち
に
示
せ
た
ら
年
齢

を
重
ね
る
こ
と
も
希
望
に
な
り
、
働
く
こ

を
重
ね
る
こ
と
も
希
望
に
な
り
、
働
く
こ

と
で
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
同
世
代
の

と
で
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
同
世
代
の

人
た
ち
に
も
共
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

人
た
ち
に
も
共
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

��

編
集
委
員　
　

大
平　

健
司

編
集
委
員　
　

大
平　

健
司

��

水
野
有
為
子

水
野
有
為
子

��

小
野　

正
平

小
野　

正
平

��

中
村　

久
美

中
村　

久
美

��

小
林
ま
ち
子

小
林
ま
ち
子

　

配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
込
日
は
次
の

通
り
で
す
。

　
　

9
月
15
日
㈬
・
12
月
15
日
㈬

　
　

10
月
15
日
㈮
・
1
月
17
日
㈪

　
　

11
月
15
日
㈪
・
2
月
15
日
㈫

青
　
柳
　
友
　
枝	

（
大
門
1
班
）

太
　
田
　
則
　
子	

（
大
門
1
班
）

岩
　
垂
　
　
　
勉	
（
大
門
2
班
）

吉
　
野
　
一
　
彦	
（
大
門
3
班
）

大
　
和
　
満
　
則	
（
大
門
3
班
）

沖
　
村
　
早
　
苗	

（
塩
尻
東
1
班
）

中
　
村
　
洋
　
子	

（
塩
尻
東
1
班
）

小
　
松
　
鈴
　
子	

（
塩
尻
東
1
班
）

青
　
柳
　
建
　
夫	

（
塩
尻
東
1
班
）

大
　
槻
　
　
　
憲	

（
塩
尻
東
2
班
）

木
　
村
　
　
富
子	

（
塩
尻
東
2
班
）

名
　
取
　
　
　
潔	

（
片
丘
班
）

岡
　
本
　
美
代
子	

（
片
丘
班
）

堀
　
　
　
光
　
彦	

（
広
丘
1
班
）

伊
　
藤
　
久
　
行	

（
広
丘
2
班
）

中
　
村
　
昭
　
治	

（
広
丘
2
班
）

藤
　
牧
　
房
　
子	

（
広
丘
2
班
）

中
　
倉
　
典
　
子	

（
広
丘
2
班
）

手
　
塚
　
義
　
廣	

（
広
丘
3
班
）

田
　
中
　
久
　
也	

（
広
丘
3
班
）

花
　
岡
　
佳
世
子	

（
高
出
1
班
）

蜷
　
川
　
光
　
男	

（
高
出
2
班
）

横
　
平
　
良
　
信	

（
高
出
2
班
）

百
　
瀬
　
久
美
代	

（
高
出
2
班
）

今
　
井
　
あ
つ
子	

（
吉
田
1
班
）

内
　
藤
　
實
　
男	

（
吉
田
2
班
）

大
　
槻
　
富
　
子	

（
洗
馬
班
）

古
　
牧
　
　
　
司	

（
洗
馬
班
）

佐
　
藤
　
清
　
和	

（
洗
馬
班
）

荻
　
上
　
　
　
充	

（
宗
賀
1
班
）

上
　
條
　
　
　
明	

（
宗
賀
1
班
）

加
　
賀
　
敏
　
行	

（
楢
川
班
）

斉
　
藤
　
　
　
隆	

（
楢
川
班
）

折
　
橋
　
輝
　
夫	

（
楢
川
班
）

渡
　
邉
　
正
　
義	

（
楢
川
班
）

佐
　
藤
　
文
　
則	

（
朝
日
班
）

中
　
村
　
功
　
男	

（
大
門
1
班
）

大
久
保
　
　
　
聰	

（
大
門
3
班
）

鵜
　
殿
　
光
　
昭	

（
大
門
3
班
）

降
　
籏
　
正
　
雄	

（
大
門
3
班
）

増
　
田
　
　
　
中	

（
大
門
3
班
）

米
　
山
　
　
　
清	

（
塩
尻
東
1
班
）

牛
　
山
　
幸
　
成	

（
塩
尻
東
1
班
）

栁
　
沢
　
美
　
子	

（
塩
尻
東
2
班
）

長
谷
川
　
和
　
人	

（
塩
尻
東
3
班
）

百
　
瀬
　
茂
　
美	
（
片
丘
班
）

横
　
山
　
孝
　
行	
（
片
丘
班
）

塚
　
原
　
惠
美
子	

（
片
丘
班
）

沼
　
田
　
征
　
夫	

（
広
丘
1
班
）

百
　
瀬
　
朝
　
子	

（
広
丘
1
班
）

草
　
間
　
芳
　
子	

（
広
丘
1
班
）

藤
　
本
　
雅
　
子	

（
広
丘
2
班
）

松
　
田
　
　
　
平	

（
広
丘
2
班
）

行
　
光
　
ム
ツ
オ	

（
広
丘
2
班
）

渡
　
辺
　
博
　
司	

（
広
丘
2
班
）

太
　
田
　
す
え
子	

（
広
丘
3
班
）

田
　
仲
　
た
み
子	

（
広
丘
4
班
）

山
　
田
　
末
　
人	

（
高
出
1
班
）

樋
　
口
　
誠
　
午	

（
高
出
1
班
）

永
　
原
　
良
　
子	

（
高
出
1
班
）

小
　
沢
　
吉
　
江	

（
高
出
1
班
）

荒
　
崎
　
哲
　
夫	

（
高
出
1
班
）

三
　
沢
　
榮
　
子	

（
高
出
2
班
）

塩
　
島
　
征
　
勝	

（
高
出
2
班
）

塩
　
原
　
良
　
子	

（
吉
田
1
班
）

清
　
水
　
祐
　
二	

（
吉
田
1
班
）

菅
　
野
　
す
ゞ
子	

（
吉
田
1
班
）

望
　
月
　
鉄
　
夫	

（
吉
田
2
班
）

加
　
藤
　
満
紀
子	

（
吉
田
2
班
）

黒
　
田
　
末
　
吉	

（
吉
田
2
班
）

小
　
出
　
豊
　
彦	

（
洗
馬
班
）

南
　
山
　
　
　
満	

（
洗
馬
班
）

後
　
藤
　
　
　
功	

（
宗
賀
1
班
）

上
　
條
　
博
　
史	

（
宗
賀
2
班
）

倉
　
下
　
泰
　
三	

（
宗
賀
2
班
）

堀
　
内
　
つ
る
子	

（
北
小
野
班
）

矢
　
彦
　
眞
愉
美	

（
北
小
野
班
）

川	

上		

光	

義		

様	

（
塩
尻
東
1
班
）

高	

野		

栄	

一		

様	

（
塩
尻
東
3
班
）

宮	

原		

寿	

雄		

様	

（
宗
賀
2
班
）

編
集
後
記

お
悔
み

心
か
ら
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

令
和
3
年
3
月
20
日
～

�
令
和
3
年
8
月
20
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
込
日
に
つ
い
て


